
紀美野町小川LPP 地区×学生による観光・文化・交流
情報発信と棚田の再生

小川ＬＰＰ
私たちは4回生1名、３回生4名、２回生6名、
１回生2名で活動しています。
学生視点での地域振興を目標とし、現地の
方々との意見交換などを行いながら、地域の
課題解決に向けて活動しています。

ここが 私のアナザースカイ。

来年度の活動方針
小川LPP 
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紀美野町小川地区
和歌山県の北部に位置する紀美野町。そのな
かでも壮大な自然に溢れる小川地区。中田の
棚田をはじめとした観光地が存在します。
近年、その自然に魅せられ、多くの観光客や
移住者が訪れるようになっています。

1.地域資源を活用した教育観光の推進
季節ごとに、中田の棚田に関する問題を作成し、ウォークラリー
などのイベント通じて、地域の魅力を体感できる教育観光を促進する。

2. 学びと現地活動の相互連携の深化
先行研究や他地域の事例を調査し、学びを現地活動に活かして地域へ
還元する。

○中田の棚田再生プロジェクトへの参加
・草刈り、畦崩し、土寄せなど、棚田の整備活動を行いました。
・棚田で開催される田植えイベントや収穫祭に参加しました。
活動を通して棚田再生プロジェクトメンバーの方々や活動に参加される方々と交流
を深めることができました。

○イベントの運営

・自分たちが主体となって地域で行うイベントの企画・運営に挑戦しました。
小・中学生をターゲットに設定し、「教育×自然」をテーマにしたウォークラリー
イベントを企画しました。中田の棚田再生プロジェクトメンバーからの意見を踏ま
えて問題作成やルート設定を行いました。当日は小規模ながら実際に小学生を招き
イベントを開催させることができました。イベントの運営を行う中で得た学びを来
年度の活動に活かします。

○研究発表会

・メンバーそれぞれで中田の棚田を調査対象とした研究を行いました。調査によっ
て得た研究結果をまとめ、地域の方々を招いた研究発表会にて発表を行いました。
研究発表会は、研究発表に対して、地域の方々から直接フィードバックを得られた
り、相互間の考え方を共有することができたりと、有意義な時間となりました。

2024年度の主な活動

田植え(6月)

フィールドワーク(5月)

研究報告会(12月)

ウォークラリーイベント(10月)

稲刈り(10月)

メンバーが行った研究内容を一部紹介します。
・中田の棚田訪問者のSNS利用に関する意識調査
・棚田をフィールドとした生涯学習
・SNSに投稿された写真から読み解く中田の棚田の魅
力と可能性
・地域”を”人”を動かすイベントの役割

研究テーマ紹介
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